
　約 50 年と欅祭の企画で最も長く続
いているビンゴ大会。昨年のオンライ
ン配信を経て３年ぶりの会場での開催
となる今回は、19 日の午後２時から
５号館 102 教室で行われる。同企画
は、小さい子どもからお年寄りまで幅
広い年代の人が楽しめるものとなって
いる。
　例年オリジナルストーリーを交えて
ビンゴを行う同企画。今年のテーマは

「ミステリー」だ。謎解きの世界に入り
込んだ参加者が、探偵の助手として謎
解きに挑戦するというストーリーに沿
いビンゴを行う。また参加者には景品
の他に参加賞も用意されている。
　運営する欅祭本部企画局では、当日
流す映像や音響の準備、進行役の練習
に特に力を入れてきた。ビンゴ企画を
担当する田頭勇基さん（システム２）
は本番を迎えるにあたり「公演中のト
ラブルやミスがないようにするのはも

ちろんだが、お客さんに楽しんでもら
えるようにするのが一番だ」と語った。
どの参加者も楽しめるようさまざまな
工夫を凝らした彼らの熱意で、ビンゴ
大会の会場は例年以上に盛り上がるこ
とだろう。　　　　　　　（山本実玖）

　今年の欅祭では３年ぶりに飲食物を
取り扱う模擬店が出店される。そこで
欅祭本部の管理局長である橋本達也さ
ん（情報科３）に話を伺った。
　今回出店される模擬店 30 店のうち、
19 店が飲食物を販売。これらは密集し
ないよう配置されており、営業時間は
おおむね午前 10 時から午後６時を予
定している。飲食が認められている場
所は第１・第２学生食堂、トラスコン
ガーデンおよびその前の芝生のみだ。
　飲食模擬店の復活は一筋縄ではいか
なかった。特に、今年度の幹部である
３年生にコロナ禍前の欅祭の経験がな
かったことに苦しめられたそうだ。一
度なくなったものを復活させる難しさ
を痛感するも、先輩から助言をもらう
などしてなんとか実現にこぎつけた。
　当日は各模擬店を巡回し、例年以上
に衛生管理に気を付けることで安心安
全な運営が行えるよう尽力するという。
橋本さんは「閉

へ い そ く

塞感のある大学生活に
再び活気が戻ることを期待したい」と
意気込みを語った。  　　（髙見澤彩人）

　書道部は書道パフォーマンスと作品
の展示を行う。パフォーマンスは大き
な紙の上で曲に合わせて書を書き上
げる形式で、学年別にそれぞれ５分
間の公演となる。展示は２号館 306、
307、308 教室で行われる予定だ。
　19 日の開会式で披露される１年生
のパフォーマンスでは、例年通り開催
を記念して『欅祭開幕』の文字を書く
という。一方、20 日午前 11時半か
らの２、３年生のパフォーマンスでは
部員が自由にテーマを決める。本番の
４カ月前から準備を始め、学年ごとに
内容や構成を一から考えてきた。筆の
使い方や書き方には部員一人一人の個
性が出る。そのため、個性をどう生か
し文字に落とし込んでいくかが作品を
作る上で非常に重要だ。各学年がどの
ように魅せるのか、本番に期待したい。
　作品展示では、部員が春から秋にか
けて書いた作品の他、パフォーマンス
で書かれたものも展示される。展示に
は作者が字に込めた思いやその字を選
んだ理由についてのコメントが添えら
れ、作品の裏側まで楽しめる。
　部長の松長実咲さん（現代社会３）
は「書道には堅苦しいイメージがある
が実際は違う。書きたいものを楽しん
で書いているので気軽に見に来てほし
い」と語った。　　    　（篠田悠斗）

▼安倍氏逝去に伴い献花台設置

　７月８日、本学 OB で元内閣総理大
臣の安倍晋三氏が銃撃され亡くなった。
それに伴い、本学は事件当日にホーム
ページにて追悼文を掲載したほか、翌
週には学長から在学生に向けてコメン
トを送った。また、７月 12 日から 30
日まで献花台・記帳台の設置と半旗掲
揚を実施。９月 27 日に国葬儀が行わ
れた際にも、半旗を掲揚した。
　献花台と記帳台は本館１階のロビー
に用意され、日曜日と祝日を除く午前
９時から午後５時に開放された。学生
や卒業生から献花や記帳などの弔う場
を望む声もあり、本学として哀悼の意
を表すため、設置する判断に至ったと
いう。
　献花台には本学の学生や卒業生のみ

ならず、成蹊学園の児童や生徒、一般
の弔問者などが学内外から訪れた。書
き込まれた記帳カードは約 7600 枚に
も及ぶ。献花台は初日から献花で埋め
尽くされ、当初の４倍の広さまで増設。
世代を超えて多くの人が遺影の前で静
かに手を合わせた。　　　　（遠藤可稀）
▼知られざる学園史料館の魅力

　学園史料館は本学の歴史に関する貴
重な史料を展示している。以前は学外
者へも一般公開していたが、新型コロ
ナウイルス感染症の影響で 2020 年３
月から入館を学園関係者とし、来館希
望の学外者には予約制で利用できるよ
う配慮。当面、予約制を維持する方針だ。
なお、本学の学生は開館時間であれば
予約せずに利用することができる。
　館内では本学創立者である中村春二
の生涯や教育の足跡のほか、創立から
現在に至るまでの本学の歩みをジオラ
マや写真を用いて紹介している。展示
の目玉である中村春二記念室では、中
村が渋沢栄一や牧野富太郎といった著
名人と交流があったことを示す史料が
並ぶ。2015 年のリニューアルからは
展示に映像や音声などのデジタル技術
を取り入れ、来館者に成蹊 100 年の
軌跡をより分かりやすく伝えている。
  寺西浩史料グループ長は「学生生活で
は多様なことが起きるだろうが、原点
に返るという意味で史料館に足を運び
学園の歴史に触れてみるのもよいので
はないか」と語った。　　　（前田知哉）

成蹊大学新聞１面

　10 月 22 日、御茶ノ水ソラシティカ
ンファレンスセンターにて、朝日新聞
社が主催する連続フォーラム「朝日教
育会議 2022」が開催された。本学が
共催となった今回のテーマは「地球規
模の思考力を育む─サステナビリティ
を推進するグローバル人材の育成─」
だった。サステナビリティは日本語で

「持続可能性」と直訳され、近年は主に

環境や社会問題を考える際に使用され
る。フォーラムは基調講演、プレゼン
テーション、パネルディスカッション
の３部構成で、登壇者はそれぞれの経
験から持続可能な社会の担い手を育む
ために何をすべきかを語った。
　基調講演を務めた江川雅子学園長は、
講演で「グローバル時代」を多様な国
籍や背景を持つ人と協働する時代と定
義した。多様性を受け入れ、論理的思
考力をもとに対話をする人材が重要だ
と訴え、スキルを身につけるためにも
若い世代には積極的に海外で過ごす経
験をしてほしいと講じた。
　プレゼンテーションでは、司会の森
雄一学長、経済学部の財城真寿美教授、
本学出身で独立行政法人国際協力機構
職員の小林千晃さん、イギリスに留学
経験のある上田夢香さん（政治４）の

４人が登壇。小林さんと上田さんは、
それぞれ海外での経験を踏まえ、現地
の人々の課題や環境問題に対する姿勢
について語った。財城教授はサステナ
ビリティに関する本学園の取り組みを
紹介。成蹊小学校では栽培活動、高校
では気象観測など、体験を通じて環境
に対する多様な考え方を育む教育が伝
統的に続けられてきたという。
　講演後、財城教授に本学のサステナ
ビリティ教育について改めて伺った。
本学園では、ユネスコの提唱する「持
続可能な開発のための教育（ESD）」
に取り組んでいる。中でも財城教授は
ESD の目標の一つである環境について
主体的に学び、思考力や情報の分析能
力を育てる授業を展開。学生は、古い
地図や文書から土地利用の変遷をたど
り、フィールドワークを通じて災害の
リスクを検討しているという。そして
近年、本学の副専攻制度に SDGs 副専
攻が加わった。財城教授は「今後選択
する学生が増えてほしい」と期待した。
　　　　　　　　　　　　（中西幸太） 学園史料館本学の取り組みを語る財城教授

　ニュースを見ていると毎年のように
「今年は激動の年でした」と耳にするよ
うに感じる。以前であれば今年もかと
聞き流すところだが、今年は本当に激
動の年だと共感する▼２月にはウクラ
イナで戦争が始まり、その影響で小麦
や大豆などの価格が上昇。さらに日米
金利差の拡大により円安が加速し、水
準更新は 32 年ぶりだそうだ。日々の
買い物でも、以前の値段感覚で買えな
いものが増えたように感じる▼買い物
関連の話だと、最近は電子決済を導入
する店舗が増加したと思う。チェーン
店の大半に加え、個人店でも PayPay
であれば使えることが多い。高齢者が
多い日本では普及が課題ではあるが、
限られた人口で社会を回すためには移
行は必然であろう。今後は初心者への
フォローアップビジネスがトレンドに
なるかもしれない▼こうした激動の社
会の中で、私たちができることは限ら
れている。私も現在、自分の就職活動
で手いっぱいだが「目の前のことに全
力で取り組む」ことを大切にしている。
自分の軸を持ちながら目の前の物事に
集中することが、自分にとっても、ひ
いては社会にとっても良い結果につな
がるだろう。　　　　　　　（川船英紀）

　20日の午後１時から広告研究会主催の「ミス成蹊コンテスト

2022」（以下ミスコン）が開幕する。おととしと昨年はオンライ

ン配信での開催であったが、今年は大学内の会場とオンライン配

信を併用して実施される。

　今年のミスコンは「echo」がテーマだ。「響き渡る」ことを意

味するこのテーマには、ファイナリストたちが個性を共鳴させ、

それが波紋のように広がることで女性たちに勇気を与えてほしい

という思いが込められている。

　広告研究会の代表は「最後まで自分らしさを忘れず精いっぱい

表現してほしい」と語った。　　　　　　　　　　　（小川紀寧）


